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◆日時/場所

2009年9月4日（月）15:00～17:00／虎ノ門BCAO事務所会議コーナー

◆出席者（敬称略）：
1 宮村（鹿島建設） 6 菰池（三菱UFJﾘｻｰﾁ＆ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ）
2 横田（清水建設） 7 藤井（新生銀行）
3 諏訪（大林組） 8 大貫（富士通ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ） 記録
4 城崎（セイコーエプソン）
5 大鐘（大鐘測量設計）

◆配布資料（敬称略）：
１．「2009年のテーマについて」　
２．「2009年8月11日静岡県の駿河湾地震における民間企業の対応に関するアンケート調査についての討議用メモ」
３．「インフルエンザ発生状況調査票」

◆資料配布方法
参加者のみ配布、議事録は全員配布

◆議事内容

１．2009年のテーマについて

フェーズ１で実施した「リスク分析」に加え「対策検討と戦略策定」という新たなBCPのプロセスを追加し、会員全員で「戦略策定
会議」を実施し、その結果のアウトプットを研究テーマにしようということは大枠で理解と賛同は得られた。

以下の点について今後詰める必要がある。

（1）モデル企業
提案では架空の企業を示した。現実味が薄いなど意見があり、現実の企業で検討ができるか幾つか心当たりの企業を
ピックアップしてもらうことになった。
大枠は実在の企業を利用し、詳細な部分は架空（想定）する。
①城崎様
グループ企業の販社

②藤井様
医療関連の販社

（2）質疑応答（全ては書ききれず）
①どう進めるか
→コアメンバ中心に行うことになるが、具体的な進め方は今後検討する。

②作成工数が大きいのでは
→皆さんに作業をお願いすることになるので、作成スパンの一年に拘ららない考えである。

③目的に会員のスキルアップとなっているがこれはどういう意味か
→ゼネコンさんがリスク分析担当と考えていない。希望者があれば誰でも行って良いと考えている。
自分の専門分野以外のこともやることでスキルアップが図られると考えている。

など
２．2009年8月11日静岡県の駿河湾地震における民間企業の対応に関するアンケート調査について

（1）実施の是非について
以前からこういう企画があったので是非やりたい

（2）費用について
郵送代はBCAOである程度出してくれる

（3）アンケートの集計について
会員の方に協力して欲しい

（4）実施方法について
静岡地域勉強会と連携していく

3.月例講習会について（自然災害研究会から発表することになった）

（1）自然災害被害想定のポイントを説明する件について
・有料のセミナーと違い無料セミナーのため、聞いている人は興味を持ってくる人ばかりではない。
　会員に説明するのは難しいのではないか

（2）月例講習会で発表できる内容はないか
・自分の会社ではビルに入れるか否か（応急危険度判定）に関する講演ができないか。
→被害の見方やポイントはお知らせすることは出来るが、「これは安全」などと断定はできない。

※２と３で何か追加や良い案があれば鹿島建設）宮村座長宛てにメールする。

第6回　自然災害研究会議事録


